
高等部3年間で教えるべき生活知識を考える

食滞加奈子､尾高邦生､潟山孝司､小金井俊夫､高野裕美､仲野宏樹､西尾真弓

松本 晃 ､宮坂美帆子､山本由佳､吉揮洋人､渡連 聡

奥住秀之(東京学芸大学)､演田豊彦(東京学芸大学)

Ⅰ はじめに

1.生活支援 ｢くらし｣について

高等部では､平成 15年度より生活支援 ｢くらし｣の授業を設定している｡ 本校生徒 1人 1

人のライフステージ全体から考えると､学校生活から地域生活-の橋渡 しとなる高等部におい

ては､個に応 じた移行を実現するために効果的な学習を進めていく必要がある｡ 移行支援に関

する学習は､単に進路尭決定とい う指導だけではなく､高等部段階での学習として本人の生活

全体を考慮 した学習内容を準備することが求められている｡ 卒業後の生活について､生徒が希

望する自分 自身にあった生活のスタイルを考え､主体的に自分の生活を選択 していくことが､

卒業後の生活をより豊かなものとするものと考える｡ 卒業後の生活の仕方､さらには自分 自身

の生き方について具体的な体験を通す中で学習し､個々人にとって必要な情報について考え､

自分にあった生活を主体的に選択 し経験をする学習が､独 自の授業内容を持つものとして独立

した授業形態を取ることが必要であると考えた｡

生徒達の中には将来､｢このまま親 と一緒に暮 らしていきたい｣とい うものもいるが､｢一人

暮 らしをしたい｣｢友達と一緒に暮 らしたい｣とい う生徒もいる｡ 保護者もいつかは誰かの手に

ゆだねる時期が来るとい う現実を､学年が進むにつれて実感するようになる｡ しかし現実には

家庭の中で生徒達は､何かを ｢してもらう生活｣が多く､自分が ｢主体的にくらしを創造する｣

とい うことの重要性は見えにくい現状がある｡ この学習では､生徒達に自分が将来どのような

生活をしていくかのイメージを持たせることもねらっている｡ このことが､本人の将来の生活

における希望を現実させていくために必要である｡

上記の理由により本校では､｢くらし｣の時間を設定 した｡｢くらし｣の時間では､調理､被

服､住まい､生活知識 とい う4つの分野に分けて学習を行っている｡ これは教科 ｢家庭｣の ｢内

容をどのようにとらえるか｣とい う視点を参考にして考えてきたものである｡ このことは結果

的には生徒たちや保護者の具体的なニーズを把握 してきた経過で把握 してきたこととも一致 し

た｡平成 15年度より実践を始めた ｢くらし､実技編 (調理､被服､住まい)｣では､技能や技

術面の習得が中心的な内容 となっている｡ ｢くらし､生活知識｣では生活の主体者は自分である

ことを意識 し､将来の自分なりの生活を考えるために幅広い知識を身につけることを計画した｡

一方で本校では総合学習等の実践より ｢方法論の獲得｣ とい うことにも留意 して学習を組織

してきた｡｢自分から進んで行 う生活｣｢生活の主体者は自分｣とい うことを充分に意識 して学

習できるように考えるとともに､そのことを実現できるための方法論もあわせて重視すること

を考えた｡結果以下の点に留意 し､授業実践を行 うように計画 した｡

･形式､内容､方法等､様々なところで選択する活動を保障､学習できるようにする

･選択 した結果は最終的には自分 自身が責任を持つとい うことを学習する
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･支援が必要な時には積極的に依頼を行って良いのだ､とい うことを体験､学習する

･支援が必要な時にはどのようにして依頼したら良いのか､分からない時の質問のし方やそ

の方法を学習する

以上のように ｢生活-の気づき｣｢方法論の獲得｣｢主体者意識｣とい うことを実現する内容 と

して ｢くらし｣の授業を計画 している｡

｢くらし｣の目標は､以下のように設定されている｡

○生活に必要な知識 と技能を身に付け､今の生活にいかしながら､卒業後の生活-の準備を

始め ろ ｡

○生活の中でできることは自分でや り､必要な場合は援助を受けることを学習 し､実践でき

るようにする｡

○自立した生活に向けての意欲を育み､主体者 として生きていく素地を養 う｡

また各分野の目標は､以下のようになっている｡

調理

○調理に関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にい かす｡

被服

○被服に関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にいかす｡

〇時､場所､目的等に応 じて､清潔な服装に心がけ､生活する｡

住まい

○住まいに関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にいか

す｡

生活知識

○社会生活に必要な知識を得て､生活にいかしていくことができる｡

3.｢くらし(生活知識)｣について

｢くらし(生活知識)｣では､｢生活知識指導内容表｣(表 1､表 2)を作成 し､指導 してほしい

内容について毎年保護者-アンケー トを取 り､その結果をもとに各学年で年間の指導計画を立

てている｡

しかし､この指導内容表を見てわかるように､以下のような問題点がある｡

090項 目もありそこから指導計画を立てることは難 しい｡

○項 目によっては､保護者が希望 していないものがある｡

○内容 自体が 10年前に作成 したままであり､現在の彼 らの生活にあったものとなっていない｡

2.研究の目的

2010年からの 3年間､高等部では ｢くらし(実技編)｣について､その指導内容や評価法につ

いての研究を行ってきた｡生活知識に関しての研究は､2009年に人間関係に着 目した授業づく

りの研究を行っているが､指導内容そのものを見直してはいない｡そこで本年度の高等部の研

究では､｢くらし(生活知識)｣の指導内容を見直す とともに､3年間を見通 した指導計画を作成

することを目的とした｡
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表 1 生活知識指導内容表 1

経済生活 Ⅰ買い物ができる lE以下の点に留意して買い物をすることを知るo

≡①何を買うのか(必要なもの､頼まれたもの､あげたいもの等)

.≡②どのように買うのか(メモをみながら､考えながら､聞きながら等)

≡③どこで買うのか(小売店､ス一八〇一､ホームセンタ二 ディスカウントショップ等)

≡④いつ買うのか(下校時､休日､夕方､朝､安い日等)

喜⑤だれと買うのか(家族と､支援者と､友人と､1人で等)

2≡お金の取り扱い方を知るo(金種､財布の扱い､金額に応じた支払方法
等)

3≡商品の知識を増やすo(具体物､カタログもの､抽象物)

4萱買おうとするものd)晶質や特性について知る.(賞味期限､素材､値段､
…用途等)

5喜対面販売でない買い物方法について知るo(通販､テレフォンシヨツピガ ､予

≡約購入､インターネッ~トショップ等)

6≡商品券や割引券､割引カードや特典シール等について知る○

守 クー｣)ングオフや契約解除について知るo

8ぎ各種悪徳商法について知るo

Ⅱ小遣い帳や家計簿を利用できる 1…銀行や郵便局を利用するo
2≡収入について知るo
3書貯金や預金について知るo

4萱小遣い帳や家計簿の機能､使い方を知るo

5…費目について知るo

6≡生活費の内訳について知るO-

ⅠⅡ各種のカードを使うことができる 十八〇スネット､イオ力イ 等プリへoイド力寸 や金券の利用の仕方を知る.
2庫ヤツシユカードの利用の仕方を知る○

3庵店の力-ド(サービスカード等)の利用方法を知るo

4≧クレジットカードの使い方を知るo

Ⅳ給料の使い方を知る l…生活に必要なお金について知るこ2喜交際費や娯楽費について知る○

3…郵便局や銀行の給料振込みについて知るo

4暑税金について知る○

5萱就労上の保険制度について知るo

安全なくらし Ⅰ自分の身を守ることができる l書病院の機能について知るo

2妻病院のかかり方につし＼て知るo

3凍且合員証､保険証等の仕組みと使い方を知るo

4量交通ルール､火の取り扱い､住居の防犯等について知るo

5喜印鑑や通帳など貴重品の取り扱いについて知る.

6号危険な街や場所､人について知る○

7周 った時の対処法について知る○

8蔓困った時､危ないと思ったときに相談に乗ってもらう人について知る○

Ⅱ警察や消防署を利用できる 十警察や消防署の意義や機能を知るo
2蔓警察や消防署への連絡方法を知る.

3≡警察や消防署にお願いできること､できないことについて知るo

Ⅲ福祉制度を利用できる 十支援者やボランティアについて知るo
2…障害者手帳について知るo

3妻障害者手帳の利用､優遇措置等について知るo

4萱福祉事務所や身障センターンついて知る.相談システムについて知る○
5蔓親の会や社会福祉協議会につい<知るo

Ⅳ保険を利用できる 十損害賠償保険について知る○2≧生命保険について知るo

3蔓旅行保険について知るo
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表 2 生活知識指導内容表 2

地域生活 Ⅰごみを出すことができる~ 十ごみの分別について知るO.

2≡曜日によって､ごみの出す種類が違うことを知るo

3…ごみを出す際のマナ-について知るo(時間帯､ごみ袋の種類等)

Ⅱ公共施設を利用できる 十公共施設の場所を知るo
2喜公共施設の働きを知る.

3≧市報から情報を得られることを知る○

4蔓図書館の利用の仕方を知るo

5号公民館の利用方法を知る.
.6;スポーツセンターの利用め仕方を知る○

Ⅲ地域の各種施設､制度を利用できる 十美容院や床屋､銭湯等の利用の仕方を知る○
2蔓スイミング､スポーツジム等の利用の仕方を知るo

3≦娯楽施設(カラオケ､ゲームセンター､遊園地等)の利用の仕方を知るo

木その他自分の余暇と関係する施設の利用の仕方を知るo(野球場､サツ
≡カースタジアム､コンサート会場､美術館等)

5潅ーつた時に連絡するところ(支援者､地域ワ-力-等)を知る○
6≦何かしたいときに連絡するところ(支援者､地域ワーカー等)について知
…るo

Ⅳ家族から離れた生活の準備ができる 濃 竃 誤 xo9<三JLLSa',&ることを知るo(友人.1*間とのくらし､1人くら2jグル-プホームや通勤寮について知るo

3j7パート等での生活について知る.-
4≡家族から離れた生活の実現に向けて､どのような準備をしたらよいのか
庭知るo

人付き合い Ⅰ友人と仲良くできる 十待ち合わせについて知るo

2≦好ましい外出先について知るo
3沈､ろいろな時間､場所で会うことができる.

4≡電話のマナーを知るo
5喜仲良くする内容について考える.

6喜男女交際にういて知るo

7量手紙やはがき､メールのマナ-と利用について■知る.

8萱楽しい会話､相談について知るo
9≧新しい友人の作り方を知るo

Ⅱ家族や親戚と仲良くできる 1妻家族の役割について知るo(家事分担､支えあい､団らん､癒し等)
2書家族からのお小遣い､家族へのお小遣いについて知るo

3…親の老後について考えるo
4妻親戚とは何かを知る○

5喜親戚への訪問の仕方､親戚とのつきあいについて知るo

Ⅲ近所の人と仲良くできる 1泊 常の挨拶の仕方について知るo
2≧人によってふさわいい話題があることを知るo

3妻住んでいる地域のルールについて知るo

4喜引越しの挨拶について知るo

5≡おすそわけについて知る○
6妻お土産について知るo

Ⅳ冠婚葬祭に関わる知識について理解する 十お祝い､ご不幸について知る○
2i祝い金､香典について知るo
3音場に応じた挨拶の仕方について知るo

Ⅱ 方法

1.指導内容の見直 し

過去 5年間の保護者アンケー ト (のべ約 200名分)を集計 し､保護者の希望が多いものと少
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ないものを分類する｡ また学年毎に集計結果の傾向を見る｡ それらの結果から指導内容を絞 り

込むとともに､現在の生活を考慮 して新たな指導内容を考え､｢改訂版生活知識指導内容表｣を

作成する｡

2.指導計画の作成

作成 した ｢改訂版生活知識指導内容表｣から､学年毎のアンケー ト結果の特徴や各学年で必

要な指導内容を考慮 し､3年間で指導内容を網羅できるように指導計画案を立案する｡

Ⅲ 結果と考察

1.保護者アンケー トの集計結果について

過去 5年間のべ 200名分のアンケー トを集計し､その中で保護者の希望が多かった指導内容

上位 10位 と下位 10位を示 したものが､表 3･表4である｡

表 3 保護者の希望が多かった指導内容

1 困った時の対処法について知る○ 65.45%

2 お金の取 り扱い方を知る○ (金種､財布の扱い､金額に応 じた支払方法等) 54.55%

3 生活に必要なお金について知るo 53.64%

4 困った時､危ない.と思ったときに相談に乗ってもらう人について知る○ _ 51.82%

5 危険な街や場所､人について知る○ 46.36%

6 色々な生活スタイルのあることを知る○ (友人 .仲間とのくらし､1人くら 41.82%
し､結婚 してのくらし等)

7 銀行や郵便局を利用する○ 38.18%

8 グループホームや通勤寮について知る○ 38.18%

9 電話のマナーを知る○ 38.18%

表 4 保護者の希望が少なかった指導内容

81 就労上の保険制度について知る○ 8.18%

82 対面販売でない買い物方法について知る○ (通販､テレフォンシヨツピンクや､予約 7.27%
購入､インターネットショップ等)

83 損害賠償保険について知る○ 7.27%

84 おすそわけについて知る○ 7.27%

85 クレジッ トカー ドの使い方を知る○ 6.36%

86 税金について知る○ 5.45%

87 生命保険について知る○ 5.45%

88 引越 しの挨拶に示 ､て知る○ 4.55%

89 旅行保険について知る○ 2.73%
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これを見ると､安全に関する内容や金銭の扱いに関する内容に対 して希望が多いことがわか

る｡ また､希望が少ない指導内容は､現在の生活であまり習慣化されていない内容 (おすそわ

け､引越 しの挨拶等)や､保護者が生徒本人と直接関わらないであろうと考えている内容 (税

金､生命保険等)であると考えられる｡

次に学年毎の結果を見ると､以下のことがわかった｡

01･2年生で多い内容 ｢手紙やはがき､メールのマナーと利用について知る｣

03年生で多い内容 ｢親の老後について考える｣

2.｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣の作成

上記アンケー ト集計結果を参考に､｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣の作成を試みた｡

その時に､以下の点を留意 した｡表 5に作成 した ｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣を示す｡

○大分類を本校の教育課程である ｢生活支援内容配列表｣の項 目に合わせる｡

○指導内容を絞 り込む (数を減 らす)0

○現在の生活や制度の変化に合わせた内容にする｡

例 :携帯電話やインターネットの普及

東 日本大震災の発生

_家庭での役割や社会での人間関係の変化

○将来的に一人暮 らしをする可能性がある生徒に対応する内容を含める｡

3. 3年間の指導計画

作成 した ｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣から､高等部 3年間の指導計画を立案 した｡

まず生徒の経験や学年毎の課題を考慮 して､各学年の目標を以下のように設定した｡

01年生

｢高校生として必要な生活の知識を得て､生活に生かす｡｣

02年生

｢将来の生活に必要な知識を広げ､生活に生かす｡｣

03年生

｢新 しい生活に必要な知識を得て､準備をする｡｣

これ らの目標をもとに､｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣から､各学年の指導内容を抽

出した｡その時に､3年間で指導する内容 と各学年でのみ指導する内容を明確にした｡また､3

年生においては､将来一人暮 らしの可能性のある生徒に対 しては抽出したグループを形成 し､

そのグループで指導する内容も考えた｡

各学年の指導計画 (莱)を､表 6- 8に示 した｡表中の◎は3年間で指導する内容､○その

学年で指導する内容である｡
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表 5 ｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣

大分類 中分類 小分類 指導内容

経済生活 くらしとお金 上手な買い物の仕方 買い物の仕方を知るo

外出に必要な費用について知るo

計画的なお金の使い方を知る○(小遣い帳のつけ方等)

金融機関や社会資源の利用 銀行や郵便局の機能､使い方につい~て知るo通帳やキャッシュカード､クレジットカード､電子マネーにづいて知るO

生活設計.金銭管理 将来の生活に必要なお金について知るo
収入と支出について知るo

生活費について知るo(豪計簿のつけ方等)

自分にあったお金の管理方法を知るo

危機回避.消費者教育 クレジットカードやプリペイド力⊥ド､電子マネー等の使い方と注意点について知る○
通帳やキャッシュカード､暗証番号の扱い方について知る〇､_.

お金にかかわる危機､危機回避の方法について知るo(悪徳商法､インターネット､携
帯電話､個人情報等)

社会と経済 収入.労働と賃金 仕事と給料につい七知るO.

給料明細について知るo

税の徴収と国の支出 税金の仕組み(払い方､戻し方)について知るo税金の使われ方について知るo

年金とその問題 年金について知るo年金の支払われ方や受け取り方について知るo

年金の手続きの仕方について知る○

流通と経済 値段の決まL)方について知る○
流通の仕組みについて知るo

貨幣の種類と価檀 日本のお金､外国のお金について知るo両替と為替､円高.円安について知るo

地域生活 地域のルール.資源 地域のルール 地域のル⊥ルについて知るo_(ごみの分別や出し方等)

地域資源 自分の住んでいる地域について知るo(公共施設.娯楽施設等)

学ぶ.遊ぶ 青年学級,大学公開講座.スポーツサ-クル.ナビリンピック等について知る.

避難の方法や避難場所について知る○

非常時,.贋急時の連絡方法を知る(電話､メール､伝言サービス等).

犯罪や事故を未然に防ぐ方法を知るo

危ないと思った時に助けてくれる人について知る○(警察.消防等)

病気.事故 怪我をした時の対応について知るo
病院や医院の受診の仕方を知るo

福祉制度の利用 支援者 支援者やボランティアについて知るo

障害者手帳 障害者手帳について知るo
障害者手帳の利用や優遇措置等について知るo

相談機関 相談機関について知るo

福祉サービス 障害福祉サービス(就労系サ｢ビス以外)について知るo

家庭生活 .集団生活 人付き合い 家族 家族の役割について知る(家事分担､支えあい､団らん､癒し等)o

親の老後について知るo

友人 待ち合わせ(時間､場所等)について知るo

好ましい外出先(場所､時間等)について知る○

携帯電話.メールの利用とマナーについ七知るo

男女交際について知るo

手紙やはがきの利用とマナーについて知るo

楽しい会話について知る○

新しい友人の作り方を知るo

近所.L職場 日常の挨拶の仕方について知るo
人や場面によってふさわしい話題があることを知るo

冠婚葬祭 お祝い､ご不幸について知るo
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表 6 1年生の指導計画 (莱)

大分類 中分類 小分類 指導内容 1年

経済生活 くらしとお金 上手な買い物の仕方 買い物の仕方を知るo ◎

外出に必要な費用について知るo ○
計画的なお金の使い方を知るo(小遣い帳のつけ方等) ○

金融機関や社会資源の利用 銀行や郵便局の機能､使い方について知るo ◎通帳やキャッシュカード､クレジットカード､電子マネーについて知るo ◎

地域生活 地域のルール,資源 地域のルール 地域のルールについて知るo(ごみの分別や出し方等) ◎安全.安心 防災､防犯 災害の際の身の守り方について知るo ◎

避難の方法や避難場所について知る○ ○
非常時.緊急時の連絡方法を知る(電話､メール､伝言サービス等). ○
犯罪や事故を未然に防ぐ方法を知るo ◎
危ないと思った時に助けてくれる人について知るo(警察.消防等) ◎

病気.事故 怪我をした時の対応について知るo ◎
病院や医院の受診の仕方を知る○ ○

福祉制度の利用 支援者 支援者やボランティアについて知る○ ◎

家庭生活.集団生活 人付き合い 友人 待ち合わせ(時間.､場所等)について知るo ○

好ましい外出先(場所､暗面等)について知る. ○
携帯電話.メールの利用とマナーについて知るo ◎
男女交際について知るo ○

楽しい会話について知るo ○

近所_.職場 日常の挨拶の仕方について知るo ◎

表 7 2年生の指導計画 (莱)

大分類 中分類 小分類 指導内容 2年

経済生活 くらしとお金 上手な買い物の仕方 買い物の仕方を知るo ◎金融機関や社会資源の利用 銀行や郵便局の機能､使い方について知るo ◎通帳やキャッシュ力⊥ド､クレジットカード､電子マネーについて知る○ ◎

生活設計.金銭管理 将来の生活~に必要なお金について知る○ ○
収入と支出について知るo ○

危機回避.消費者教育 通帳やキャッシュカード､暗証番号の扱い方について知る. ○

地域生活 地域のルール.資源 地域のルール 地域のルールについて知るo(ごみの分別や出し方等) ◎
地域資源 自分の住んでいる地域について知るo(公共施設.娯楽施設等) ○

安全.安心 防災､防犯 災害の際の身の守り方について知るo ◎犯罪や事故を未然に防ぐ方法を知るo ◎
危ないと思った時に助けてくれる人について知るo(警察.消防等) ◎

病気.事故 怪我をした時の対応について知るo ◎
福祉制度の利用 支援者 支援者やボランティアについて知るo ◎

障害者手帳 障害者手帳について知るo ○
障害者手帳の利用や優遇措置等について知るo ○

家庭生活.集団生活 人付き合い 家族 家族の役割について知る(家事分担､支えあい､団らん､癒し等)o ○

親の老後について知る○ ○
友人 携帯電話.メールの利用とマナーについて知るo ◎

近所.職場 日常の挨拶の仕方について知るo ◎
人や場面によってふさわしい話題があることを知る○ ◎

4.今後の課題

今年度本校高等部では､｢くらし (生活知識)｣の指導内容及び指導計画の見直しを行った｡

その中で､｢改訂版 生活知識指導内容表 (莱)｣を作成 した｡今年度は実際の授業の中で新た

に作成 した指導内容を検証するまでには至らなかった｡また､指導計画の妥当性についても検

証できていない｡今後は､実際め授業の中で検証 し､指導内容表の更なる絞 り込みや訂正等を

行っていきたい｡

さらに､高等部の教育全体の中で各授業の位置づけを明確にし､生徒 自身が将来の生活につ

いて主体的に考えられる指導形態を考えていく必要がある｡
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表 8 3年生の指導計画 (莱)

大分類 中分類 小分類 指導内容 3年 3年抽出

経済生活 くらしとお金 上手な買い物の仕方 買い物の仕方を知るo ◎

金融機関や社会資源の利用 銀行や郵便局の機能､使い方について知るo ◎通帳やキャッシュカード､クレジットカード､電子マネーについて知る○ ◎
生活設計.金銭管理 生活費について知るo(家計簿のつけ方等) ○

自分にあったお金の管理方法を知るo ○

危機回避.消費者教育 クレジットカードやプリペイドカード､電子マネー等の使い方と注意点について ○
J . Lil一. . l岳 . . - .--■.= T⊂コlコ ■1■ . ○

社会と経済 収入.労働と賃金 仕事と給料について知るo ○

給料明細について知る○ ○

税の徴収と国の支出 税金の仕組み(払い方､戻し方)について知るo ○
税金の使われ方について知るo ○

年金とその問題 年金について知るo ○年金の支払われ方や受け取り方について知るOp ○
年金の手続きの仕方について知る○ ○

流通と経済 値段の決まり方について知る○ ○
流通の仕組みについて知る○ ○

貨幣の種類と価値 日本のお金､外国のお金について知る○ ○
両替と為替､円高.円安について知るo ○

地域生活 地域のルール.資源 地域のルール 地域のルールについて知る○(ごみの分別や出し方等) ◎
学ぶ.遊ぶ 青年学級.大学公開講座.スポーツサークル.アビリンピック等について知るo ○

安全.安心 防災､防犯 災害の際の身の守り方について知るo ◎犯罪や事故を未然に防ぐ方法を知るo ◎
危ないと思った時に助けてくれる人について知るo(警察.消防等) ◎

病気.事故 怪我をした時の対応について知るo ◎
福祉制度の利用 支援者 支援者やボランティアについて知る○ ◎相談機関 相談機関について知る○ ○

福祉サービス 障害福祉サービス(就労系サービス以外)について知るo ○

家庭生活.集団生活 人付き合い 友人 携帯電話.メールの利用とマナーについて知る○ ◎
新しい友人の作り方を知るo ○

近所.職場 日常の挨拶の仕方について知る○ ◎
人や場面によってふさわしい話題があることを知るo ◎

冠婚葬祭 お祝い､ご不幸について知るo ○
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高等部 生活支援

1.単元名 ｢くらしとお金｣

｢くらし (生活知識)｣学習指導案

日 時 :平成 26年 1月 24日 (金)10:00-ll:00

対 象 :高等部 2年 10名 (男子 5名､女子 5名)

場 所 :高等部 2年教室､進路相談室

指導者 :松本 晃 (MT)､山本由佳 (sTl)､高野裕美 (sT2)

2.授業設定の理由

本校高等部では､生徒の生活支援に関する内容を扱 う中心的な授業 として ｢くらし｣を設定

している｡ ｢くらし｣の授業では､卒業後の自分 自身の暮 らし方､さらには生き方を主体的に考

え､｢自分から進んで行 う生活｣｢生活の主体者は自分｣とい うことを生徒が充分に意識できる

ような授業づくりを目指 している｡ そのために様々なところで本人が選択をし､主体的に学習

できるようにしている｡ また､生徒が支援を必要 とする時どのように依頼 してよいのか､分か

らない時の質問､困った時の相談の仕方や方法を学習することも重視 している｡

｢くらし｣は ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣｢生活知識｣とい う4分野で構成 されてお り､クラス毎

に学習を行 う｡実践的な活動を通 した技能や技術面の習得に重点を置いた ｢調理｣｢被服｣｢住

まい｣の3分野を ｢くらし実践編｣ と総称 して､週一回約 2単位時間 (110分)の授業を設

定 している｡｢生活知識｣は社会生活に必要な幅広い知識を身につけることを中心的な内容 とし､

週一回約 1単位時間 (60分)設定 している｡ ｢生活知識｣は､経済生活､地域生活､家庭生活 ･

集団生活の 3領域から構成 されている ｢生活知識指導内容表｣を基に､希望アンケー ト､保護

者 ･生徒のニーズや実態等を関連 させながら指導計画を立てている｡

本時の対象生徒は高等部 2年生 10人である｡ 1年次には､主に家庭生活 ･集団生活について

学習を行ってお り､経済生活の領域では買い物についての学習を行っている｡ 2年次に行 う｢経

済生活｣の項では主に ｢生活設計 ･金銭管理｣についての学習が設定されている｡ 保護者-の

アンケー トでも7名が生活に必要なお金について知ることを希望 してお りニーズも高い｡お金

に関する生徒の理解や経験はさまざまであるが､いずれの生徒も自分の欲 しい物を選択 した り､

買い物をした りする経験は積んできている｡ しかし､自分の欲 しい物がいくらするのか､現在

の生活にいくらかかっているのか等､生活に関連するお金に対する理解は乏しい｡

本単元は生徒の実態に応 じて 2つのグループを設定 している｡ A グループでは､生活用品や光

熱費等の学習を通 して､生活の様々な場面でお金がかかっていることに気付 くことをねらいと

している｡ B グループは買い物をする学習を繰 り返 し行い､お金を扱 う経験を増や し､お金を

身近に感 じた り､お金 と物の等価関係について理解を深めることをねらいとしている｡ 両グル

ープとも､事前に本人または保護者から興味のあることについて情報を収集 し､題材 として活

用 した り､身近に感 じられるように体験を取 り入れた りして意欲的に参加できるようにしてい

る｡ また､自分の意見を伝え､認められた り､他者の考えに触れた りするために､発表する時

間を保障 している｡

本時の Aグループでは､一 日の生活の流れを追いながら､お金が~かかる場面等を明らかにして

いく｡ また自分の欲 しい物の値段を調べ､発表する｡ これ らの学習を通 して好きな物だけでな
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く､生活の色々な場面にお金がかかることが理解できればと考えている｡ B グループでは､こ

れまで行った買い物の学習を振 り返 り､買ったものや購入場所の確認を行 う｡物とお金の等価

関係についても迫れればと思っている｡ また､自分の好きな物や欲 しい物を選び他者に伝えら

れるように写真やイラス トを用いてまとめる｡発表の場面で積極的な意思表明を期待 している｡

両グループとも使用するワークシー トには生徒の実態の合わせて直接書き込めたり､写真やイ

ラス トを貼っていった りしてまとめることができるよう工夫 している｡

この学習を通 して､自分の生活に興味関心をもち､ 3年次に行 う生活費や､自分に合った金銭

管理の方法､お金にかかわる危機回避の方法等-の学習につなげていきたい｡

3.目標

○ 生活に必要なお金に関する知識 と技能を身に付ける｡

○ お金に関する学習を通 して､主体者 として生きていく素地を養 う｡

4.指導計画

1)グループ編成

グループ Aグループ Bグループ

生徒 A､B､C､D､G､H､Ⅰ､J E､F

2)指導計画

回敬 実施 日 学習内容Aグループ Bグループ

1 1/10 自分の好 きな物や欲 しい物について調べよう 買い物をしよう(丑

2 1/14 買い物をしよう 買い物をしよう②

3 1/17 生活に必要な物について考えよう 買い物をしよう③

4 1/24 生活に必要なお金について考え.よう自分の好きな物や欲 しい物を発表 し 自分の好きな物をま とめて発表 しよ
本時 -ヽ

5.本時の学習

1)本時の目標

○ 生活にお金がかかることに気付 く｡

○ 自分の欲 しい物とその値段についてまとめ､発表する｡

2)個人 目標

生徒 実 態 個人 目標 指導の手だて 関連す る個別教育計画の目標

A ･生活に必要な物に ･通信費や電気代､ ･実際の公共料金の

女子 い ることを漠然 と理解 している〇･欲 しい物 はある かかってい ることを知る〇･自分の欲 しい物の 解を促す〇･インターネットか
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B ･生活に必要な物に ･通信費や電気代､ ･実際の公共料金の

高 2 はお金 がかかって ガス代等 にお金が 明細 を提示 して理

男子 い ることを漠然 と理解 している〇･~欲 しい物は明確に かかってい ることを知る〇･自分の欲 しい物の 解を促す〇･インターネットか

できるが値段 の理解は不十分であるo 値段がわかる○ ら欲 しい物 の値段を調べ､まとめられるようにする○

C ･生活に必要な物に ･通信費や電気代､ ･実際の公共料金の お金 の計算 と概算

高 2 はお金 がかかって ガス代等 にお金が 明細 を提示 して理 ができるo

女子 い る､ことを漠然 と理解 している〇･欲 しい物は明確に かかってい ることを知る〇･自分の欲 しい物の 解を促す〇･インターネットか

できるが値段 の理解は不十分である○ 値段がわかる○ ら欲 しい物 の値段を調べ､まとめられるようにする○

D ･生活の様々な場面 ･生活の中でお金が ･生活場面 を抽 出

高 2 にお金 がかかって かかってい る場面 し､具体的な場面を

男子 い る とい う理解 はまだない〇･欲 しい物 はある を知る〇･自分の欲 しい物の 設定して提示する〇･チラシから欲 しい

が､値段の理解まで至っていない○ 値段がわかる○ 物の値段を調べ､まとめ られ るよ うにする○

E ･3つ程度の選択肢 ･選んだ物の購入場 ･選んだ物 と購入場

高 2 の中か ら好みの物 所､値段を知る〇･まとめたことを発 所､値段が記入でき男子 等 を選ぶ ことができる〇二画像や実物を使つ るワー クシー トを用意する〇･発表 しやすいよう
て 自分 の好 きな物 表す ることができ にワー クシー トを

を伝 えることが.セきる○ る○ 工夫する○

F ･3つ程度の選択肢 ･選んだ物の購入場 ･選んだ物 と購入場

高 2 の中か ら好みの物 所､値段を知る〇･まとめたことを発 所､値段が記入でき女子 等 を選ぶ ことができる〇･画像や実物を使つ るワー クシー トを用意する〇･発表 しやすいよう

て 自分 の好 きな物 表す ることができ にワー クシー.トを

を伝 えることができるo る○ 工夫する○

G ･生活の様々な場面 ･生活の中でお金が ･生活場面 を抽 出 卒業後 にや りたい

高 2 にお金 がかかって かかってい る場面 し､具体的な場面を

男子H い る とい う理解 はまだない〇･欲 しい物 はある を知る〇･自分の欲 しい物の 設定して提示する〇･チラシから欲 しいが､値段の理解まで至っていない〇･生活の様々な場面 値段がわかる〇･生活の中でお金が 物の値段を調べ､まとめ られ るよ うにする.〇･生活場面 を抽 出

高 2 にお金がかかって かかってい る場面 し､具体的な場面を 仕事や生活 につい
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まだない〇･欲 しい物は明確に ･自分の欲 しい物の ･チラシか ら欲 しい

で き るが値 段 の理解は不十分である○ 値段がわかる○ 物の値段を調べ､まとめ られ る よ うにする○

Ⅰ ･生活の様々な場面 ･生活の中でお金が ･生活 場 面 を抽 出 お金 の計 算 と.概 算

高 2 にお金 が かか って か か ってい る場 面 し､具体的な場面を ができる○

女子 い る とい う理解 はまだない〇･欲 しい物 は あ る を知る〇･自分の欲 しい物の 設定 して提示する〇･チラシか ら欲 しい

が､値段の理解まで至っていないo 値段がわかる○ 物の値段を調べ､まとめ られ る よう にす る○

∫ ･生活の様々な場面 ･通信費や電気代､ ･.実際の公共料金の お金 の計 算 と概 算

高 2 にお金 が か か って ガ ス代 等 にお金 が 明細 を提 示 して理 ができる○

女子 い る とい う理解 はまだない〇･欲 しい物は明確に か か ってい る こ とを知る〇･自分の欲 しい物の 解 を促す〇･チラシか ら欲 しい

3)準備物

生活に必要なお金 ワークシー ト､欲 しい物 ワークシー ト､パ ソコン､タブレッ ト､板書用掲

示カー ド､公共料金明細

4)展開

時間 学習活動 指導内容 留意点 個人の目標 手立て

5分 ○それぞれの教 ○自分の学習す ○ST1は E､F 【ABCJ】○通信費や電気 【ABCJ】○実際の明細を

室に移動する○○挨拶をする〇〇本時の学習内 る教室がわかる○○授業の始ま りを意識できる〇〇本時の学習内 と一緒に移動する○○学習の流れを
容を聞く○ 容がわかるo 板書する○

Aグループ (高 2教室)

○生活に必要な ○生活の どの場 ○MTが進行す
お金について知 面にお金がかか る○ 代11ガス代等に 提示 して理解を

る○○自分の好きな つているか気付 ○ワー ク シー ト お金がかかって 促す○【DGⅠH】

く こ とが で き や掲示物を用い い る こ と を_知

る○○自分の好きな て､一 日の生活を 振 り返 っ た る○【DGⅠH】

り､生活の-場 ○生活の中でお ○生活場面を抽
面を切 り取った 金がかかってい 出し､具体的な

りして､ どこにお金がかかるか意識できるようにする○ る場面を知る○【ABCDGⅠHJ】 場面を設定して提示する○【ABCⅠH】

物や欲 しい物に 物とその値段を のワークシー ト 物の値段がわか トから欲 しい物
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まとめることが

できる｡

う｡
○生徒の実態に
応 じたワークシ
ー トを 用 意 す

る｡

Bグループ (進路相談室)

○ これまでの学
習を振 り返る｡

○ 自分が好きな
物 とその値段に
つ い て ま と め

る｡

○高 2教室に移
動する｡

○これまでの学

習で購入 した物
がわかる｡

○ 自分の好 きな
物 とその値段 を
ワー ク シー トに
ま とめることが

できる｡

OSTlが進行す
る｡
○実物や写真 を
用い､イメージ
しやすい よ うに
する｡
○生徒の実態に
応 じたワークシ
ー トを 用 意 す
る｡

OSTlは E､F
と一緒 に移動す
る｡

A･Bグループ (高 2教室)

○ま とめたこと

を発表する｡

○授業のまとめ
をする｡

○挨拶をする｡

○ワー ク シー ト

にま とめた 自分
の好 きな物や欲
しい物 とその値
段 を発表す るこ
とができる｡
〇本時の学習を
振 り返 ることが
できる｡

OMT は生徒の
実態に応 じて発
表者の補足をす
る｡
OSTlは E､F
の発表の支援 を
行 う｡

○ 自分の欲 しい
物だけでな く､
生活の色々な場
面でお金がかか
ってい ることを

確認する｡

【EF】
○選んだ物の購
入場所､値段を
知る｡

lEF]
○まとめたこと

を発表すること
ができる｡

まとめられるよ
うにする｡
【DGJ】

○チラシから欲
しい物の値段を
調べ､まとめら
れるようにす
る｡

【EF】
○選んだ物 と購
入場所､値段が
記入できるワー
クシー トを用意
する｡

lEF]
○発表 しやすい
ようにワークシ
ー トを工夫す
る｡

5)評価

(1)個人 目標の評価

坐徳 個人 目標 評価 . コメン ト

A ･通信費や電気代､ガス代等 にお金がかかっていることを知 る○ ○ 海外旅行先に悩み､値段の
･自分の欲 しい物の値段がわかるJO △ 部分に時間をかけられなかったo

B ･通信費や電気代､ガス代等 にお金がかかっていることを知 る○ ○ iPhoneの値段を調べるこ
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ × とができなかったo

C ･通信費や電気代､ガス代等にお金がかかっていることを知 るo ○
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ ○

D ･生活の中でお金がかかっている場面を知 る○ △ お金がかかる場面の理解
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ △'は難しかつた○

E ･選んだ商品の購入場所､値段 を知 る○ ○
･ま とめたことを発表す ることができる○ ○
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F ･選んだ商品の購入場所､値段を知る○ ○
･まとめたことを発表することができる○ ○

G ･生活の中でお金がかかってい る場面を知る○ ○
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ ○

H ･生活の中でお金がかかっている場面を知る○ ○
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ ○

Ⅰ ･生活の中でお金がかかっている場面を知る○ ○
･自分の欲 しい物の値段がわかる○ ○

∫ ･通信費や電気代､ガス代等にお金がかかっていることを知るo ○

評価の目的 ･授業における個人の目標が達成できたかを評価する

･次時の個人の目標設定の資料とする｡

評価基準は､○△×の3段階で行い､コメン トがあれば加える｡

(2)授業の評価
項 目 評価 内容 評価

目標 1.本時の 目標 は達成できたかo ○
2.本時の 目標 は適切であったか○ ○

活動 3.本時の 目標 にあった学習活動であったか○ ○

辛だて 4.教材 が適切 であったか○ ○
5.教材 の提示方法は適切であったかo ○ .
6.教材 の使 い方 は適切であったか○ ○
7.教示方法は適切であったか○ (わか りやす さ､ 口調 な-.ど) J〇､
8.子 ども-の援助方法は適切 であったか○ ○
9.集 団の統制 は適切であたつたか○ ○

10.子 どもの反応 の捉 え方 は適切 であったか○ △ :生徒の意見を十分に拾 うこと_ができなかったo

TT ll.教員間の役割分担 とその連携 は適切 であったか○ ○

学習環境 12.本時の時間配分 は適切 であったか○ △ :前半に時間がかかり過ぎてしまい､後半の時間が短くなってしまった○

評価の目的 ･本授業を評価することによって､次の授業の資料とする｡

評価基準は､○△×の3段階で行い､コメントがあれば加える｡

(3)個別教育計画運用の評価
個別教育計画 との関連事項

生荏 個別教育計画か らの 目標 個人 目標達 成 度 評価 場面の適切性評価 手だての適 切 性 評価 次時-の課題 個 別 教 育計 画 - の課題

C お金の計算 と概算 ができる○ × :計算する課題を設定しなかったo 計算を取 り入れる課題を設定するo 引き続き取り組む○

H 卒業後 にや りたい仕事や生活 に ○ ○:生活(余暇) ○ 仕事､余暇含

ついて考 える○ の部分について考えたo めた生活を考える○

Ⅰ お金 の計算 と概算ができる○ × :計算する課題を設定しなかった○ 計算を取り入れる課題を設定する○ 引き続き取り組むo

∫ お金 の計算 と概算ができる○ × :計算する課題を設定しなかった○ 計算を取り入れる課題を設定するo 引き続き取り組む○

評価の目的 ･個別教育計画からの目標と達成度､目標に対する手だて ･指導場面が適切であったかを評価する｡

･個別指導計画を見直す資料とする｡

評価基準は､○△×の3段階で行い､コメン トがあれば加える｡
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(4)指導計画の評価
題材名 :くらしとお金 . 総時間数 :4時間 授業 日 :平成 26年 1月 24日 (金)

指導形態に関して 指導内容に関 して 時間数に関して

生徒の理解度に合わせて 3グル 生活にお金がかかっていることの 本時の内容について■は 2時間必要

-プに分けて指導 した方が良か 理解 と併せて金銭感覚についての であった○単元全体でも6時間程

評価の目的 ･単元､題材ごとの指導計画を評価 し､教育課程見直 しの資料 とする｡

各評価項 目ごとにコメン トを記入する｡

6)備考

(1)授業前半の配置 (高二教室､進路相談室)

高二教室内

く瓦

[∃

[二∃E][互][二∃
(2)授業後半の配置 (高二教室)

進路相談室内
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